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東
京
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お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
ご
要
望
の
強
か
っ
た
東
洋

経
済
刊
行
物
の
展
示
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
、
講
演
会
場
の
あ
る
東

洋
経
済
ビ
ル
１
階
に
再
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
最
近
の
売
れ
筋

は
も
ち
ろ
ん
、
近
刊
を
中
心
に
雑
誌
類
を
含
め
て
書
籍
現
物
を

お
手
に
と
っ
て
確
認
で
き
ま
す
。
ご
購
入
は
内
線
電
話
で
東
洋

経
済
の
販
売
担
当
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
従
来
ど
お
り
経
済

倶
楽
部
事
務
局
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
た
だ
、
社
内
に
手

持
ち
の
書
籍
在
庫
は
少
な
い
の
で
、
郊
外
の
倉
庫
か
ら
取
り
寄

せ
る
た
め
、
お
渡
し
に
多
少
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
お
含
み
お
き
く
だ
さ
い
。

　

７
月
の
講
演
会
は
、
星
浩
氏
（
朝
日
新
聞
特
別
編
集
委
員
）、

熊
野
英
生
氏
（
第
一
生
命
経
済
研
究
所
首
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）、

三
品
和
広
氏
（
神
戸
大
学
大
学
院
教
授
）、
柴
田
明
夫
氏
（
資
源
・

食
糧
問
題
研
究
所
代
表
）
を
お
招
き
し
ま
す
。 

（
塚
田　
紀
史
）
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済
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楽
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便
り
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中
部
◆　

名
古
屋
圏
を
指
し
て
「
三
男
坊
気
質
」
な
ど
と
い

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
長
男
・
東
京
、
次
男
・
大
阪
の
後

に
付
い
て
我
が
道
を
行
く
と
い
う
感
覚
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、

逆
境
に
飛
び
出
し
て
い
く
と
い
う
や
ん
ち
ゃ
な
三
男
と
い
う
よ

り
、
あ
ま
り
冒
険
を
せ
ず
、
身
の
丈
に
合
っ
た
生
活
に
満
足
す

る
タ
イ
プ
の
よ
う
で
す
。
村
上
春
樹
氏
の
最
新
作
は
主
人
公
を

入
れ
た
名
古
屋
の
５
人
の
友
人
関
係
で
始
ま
り
ま
す
。
主
人
公

以
外
の
４
人
は
大
学
進
学
レ
ベ
ル
を
落
と
し
て
も
名
古
屋
住
ま

い
を
選
択
し
ま
す
が
、
そ
の
理
由
は
特
に
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
、
名
古
屋
圈
で
は
地
元
の
高
校
、
大
学
を
出
て
、
地
元
企

業
に
就
職
す
る
人
が
圧
倒
的
に
多
い
。
村
上
氏
も
指
摘
し
て
い

な
い
理
由
の
一
つ
は
や
は
り
ト
ヨ
タ
自
動
車
な
ど
大
手
製
造
業

の
就
職
先
が
地
元
に
多
い
こ
と
で
す
。
そ
の
点
で
は
日
本
の
中

で
も
恵
ま
れ
た
地
域
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

７
月
の
定
例
講
演
会
の
講
演
者
は
独
立
総
合
研
究
所
代
表
の

青
山
繁
晴
氏
、
政
治
評
論
家
の
森
田
実
氏
、
同
志
社
大
学
大
学

院
教
授
の
浜
矩
子
氏
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

（
日
暮 
良
一
）
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